
伊賀市　 「事務事業評価」　結果総括シート〔2次評価シート〕

コード

20

コード

42

（１５）
１９年度
（実績）

（１６）
２１年度
（目標）

（１９）
必要性

（２０）
有効性

（２１）
達成度

（２２）
効率性

継続

323

農業振興一般事務事業 １６０１００ 農林振興課 2,393 2,129 2,129 0.2 1,440
受託運営水田
面積 77,905 80,000 ａ Ⅰ 4 3 4 3 A 現状維持

3G c

継続

629

農業振興事務経費 53500
伊賀支所　産
業建設課 2,120 1,279 1,279 0.3 2,160

ふれあい農業
まつり
参加者数の増
減 1,000 1,300 人 Ⅰ 4 4 3 3 A 現状維持

無 ー ー 無 ー ２Ｇ ｂ
小規模営農集積地域
の集客交流モデル事
業として取組むもの

小規模営農集積地域
の集客交流モデル事
業として取組むもので
小規模高齢化農村集
落活性化施策モデル

に育てる必要性がある

継続

716

農業振興事務経費 ６０３５００

島ヶ原支所
産業建設課 81 53 0 0.0 0

実施件数／申
出件数 100 100 ％ Ⅰ 4 4 1 3 Ｂ 統合

4G e

継続

792

農業振興事務経費 ６５３５００

阿山産業建設
課 80 121 121 0.1 720

ささゆりの群
生箇所 7 8 箇所 Ⅰ 3 3 4 3 C 現状維持

有
方向性：現状維持

⇒縮小

「ささゆり」は「市の
花」に指定されてい
るが、生産・販売性

を求める産業政策に
は直接的に馴染まな

いため

有

集落営農でささゆり栽培
を振興する施策に拡大
することでマーケティン

グ性を開発することが可
能であるかの検証が必

要である。

４Ｇ c

現実論的には単なる
自然環境政策上の保
護行政として政策運営
されることで評価され
る（産業政策上では評
価されない）

産業政策から生活環
境政策部門への事務
移管が必要である。

継続

342

新たな需給調整システム確立推
進事業 １６０１００

産業振興部
農林振興課 5,000 2,283 2,283 1.0 7,200

生産調整達成
率（実施面積
／目標面積） 114 100 ％ Ⅰ 4 4 4 4 Ａ 現状維持

3G c

継続

３２６

遊休農地再生活用事業 １６０１００

産業振興部農
林振興課 2,000 1,800 1,800 0.2 1,440

遊休農地解消
面積 7 － ｈａ Ⅰ 4 4 4 3 Ａ 拡大

3G c

継続

327

カバープランツ研究会 １６０１００ 農林振興課 310 550 1,000 0.1 720
実証栽培の検
証結果 10 20 人 Ⅰ 4 4 4 4 Ａ 拡大

1G a

継続

329

農地流動化地域総合対策事業 １６０１００ 農林振興課 912 639 639 0.05 360
農地保有合理
化事業 30 30 件 Ⅰ 4 4 3 3 Ａ 縮小

4G c

継続

331

農業経営基盤強化資金等利子
助成事業 １６０１００ 農林振興課 1,704 2,188 2,188 0.05 360

対象者適用比
率
（助成者／申
請者） 100 100 ％ Ⅰ 4 4 4 4 Ａ 現状維持

3G c

継続

332

鳥獣害防止事業 １６０１００ 農林振興課 1,282 1,065 2,100 0.2 1,440

補助件数摘要
比率（補助件
数／申請件
数） 89 100 ％ Ⅰ 4 4 3 3 Ａ 拡大

無 ー ー 無

※コード３５８，６４０，７
２３，８０１，８９８，１０１
２　　　　　及び３３５事業

を包括

１Ｇ ａ

農業関係者のニーズ
が高い政策として鳥獣
被害防止対策法が施
行され事業の高度化
期待が高まっている。

国の政策資源を活用
できるよう鳥獣被害防
止計画を定め国の採
択を得る必要がある

名称

(1)地域資源を活かした活力あるまちづくり

①持続的で個性的な農林業を実践する

名称

（33）その他の改革
改善点について

（１）政策

（１０）事務事業名

（２）基本施策

（28）
改革改善
案修正の

有・無

（１４）指標名
（24）

方向性

コード

指標の数値
（１７）

指標の
単位

（25）
１次評
価修正
有・無

コード

（９）
継続・
新規

(20.21.
22,23)

（１８）
評価
類型

個別評価
（１１）

担当部課名
Ｈ21
要求

見込額

（１２）事業費(千円) １次評価結果

(23)
総合
評価

Ｈ19
決算額

Ｈ20
予算
額・補
正要求

額

主な成果（新規事業の場合は目標）

平成　20　　年度

産業振興部長

半田　泰士

（４）評価実施年度

（５）評価責任者職名

（６）評価責任者氏名

42 地域の特徴を活かした農林業が持続している

（７）評価者

伊賀支所長、島ヶ原支所長、阿山支所長、大山田支所長、青山支所長

（１３）H21投入人員 ２次評価

（３）生活課題

人 人件費
（32）

方向性の評価につい
て

（27）修正の理由（26）修正点
（29）

修正点

(31)
方向
性

（30）
優先
度

区分



伊賀市　 「事務事業評価」　結果総括シート〔2次評価シート〕

コード

20

コード

42

（１５）
１９年度
（実績）

（１６）
２１年度
（目標）

（１９）
必要性

（２０）
有効性

（２１）
達成度

（２２）
効率性

名称

(1)地域資源を活かした活力あるまちづくり

①持続的で個性的な農林業を実践する

名称

（33）その他の改革
改善点について

（１）政策

（１０）事務事業名

（２）基本施策

（28）
改革改善
案修正の

有・無

（１４）指標名
（24）

方向性

コード

指標の数値
（１７）

指標の
単位

（25）
１次評
価修正
有・無

コード

（９）
継続・
新規

(20.21.
22,23)

（１８）
評価
類型

個別評価
（１１）

担当部課名
Ｈ21
要求

見込額

（１２）事業費(千円) １次評価結果

(23)
総合
評価

Ｈ19
決算額

Ｈ20
予算
額・補
正要求

額

主な成果（新規事業の場合は目標）

平成　20　　年度

産業振興部長

半田　泰士

（４）評価実施年度

（５）評価責任者職名

（６）評価責任者氏名

42 地域の特徴を活かした農林業が持続している

（７）評価者

伊賀支所長、島ヶ原支所長、阿山支所長、大山田支所長、青山支所長

（１３）H21投入人員 ２次評価

（３）生活課題

人 人件費
（32）

方向性の評価につい
て

（27）修正の理由（26）修正点
（29）

修正点

(31)
方向
性

（30）
優先
度

区分

継続

631

鳥獣害防止事業 553500
伊賀支所産業
建設課 208 512 512 0.2 1,440 受益面積 15 25 ha Ⅰ 4 4 3 3 A 現状維持

無 ー ー 無

※コード３５８，６４０，７
２３，８０１，８９８，１０１
２　　　　　及び３３５事業

を包括

1G ａ

農業関係者のニーズ
が高い政策として鳥獣
被害防止対策法が施
行され事業の高度化
期待が高まっている。

国の政策資源を活用
できるよう鳥獣被害防
止計画を定め国の採
択を得る必要がある

継続

717

鳥獣害防止事業 ６０３５００

島ヶ原支所
産業建設課 160 270 270 0.2 1,440 受益面積 183 80 ａ Ⅰ 4 3 4 3 Ａ 現状維持

無 ー ー 無 同上 １Ｇ ａ 同上 同上

継続

793

鳥獣害防止事業 ６５３５００

阿山産業建設
課 171 270 270 0.1 720

鳥獣害による
被害面積 340 280 ａ Ⅰ 4 4 3 4 Ａ 現状維持

無 ー ー 無 同上 １Ｇ ａ 同上 同上

継続

890

鳥獣害防止事業 ７０３５００

大山田支所産
業建設課 445 360 480 0.2 1,440 受益面積 753 753 ｈａ Ⅰ 4 4 3 3 Ａ 拡大

無 ー ー 無 同上 １Ｇ ａ 同上 　　　　　　同上

継続

1002

獣害防止事業 753500
青山支所　産
業建設課 428 450 450 0.1 720 施業面積 10 4 ha Ⅰ 4 4 4 2 Ａ 現状維持

無 ー ー 無 同上 １Ｇ ａ 同上 同上

継続

334

中山間地域等直接支払交付金
事業 １６０１００ 農林振興課 12,681 12,351 12,351 0.2 1,440

集落協定を維
持できる集落
の確保率 100 100 ％ Ⅰ 4 4 4 3 Ａ 拡大

無 ー ー 無 ー ２Ｇ ｂ

継続

632

中山間地域等直接支払交付金
事業 553500

伊賀支所産業
建設課 20,098 19,898 19,898 0.2 1,440

協定区域内耕
作放棄地発生
面積 0 0 ha Ⅰ 4 4 4 4 A 現状維持

無 ー ー 無 ー ２Ｇ ｂ

継続

718

中山間地域等直接支払交付金
事業 ６０３５００

島ヶ原支所
産業建設課 15,220 15,220 15,220 1.0 7,200

協定農用地面
積/対象農用
地面積 99 100 ％ Ⅰ 4 4 4 4 Ａ 現状維持

無 ー ー 無 ー ２Ｇ ｂ

継続

795

中山間地域等直接支払交付金
事業 ６５３５００

阿山産業建設
課 29,696 29,715 29,715 0.5 3,600

協定内容の履
行率 100 100 ％ Ⅰ 4 3 4 3 Ａ 現状維持

無 ー ー 無 ー ２Ｇ ｂ

継続

891

中山間地域等直接支払交付金
事業 ７０３５００

大山田支所産
業建設課 4,011 4,011 4,011 0.2 1,440

集落協定を維
持できる集落
の確保率 100 100 ％ Ⅰ 4 4 4 4 Ａ 現状維持

無 ー ー 無 ー ２Ｇ ｂ
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コード

20

コード

42

（１５）
１９年度
（実績）

（１６）
２１年度
（目標）

（１９）
必要性

（２０）
有効性

（２１）
達成度

（２２）
効率性

名称

(1)地域資源を活かした活力あるまちづくり

①持続的で個性的な農林業を実践する

名称

（33）その他の改革
改善点について

（１）政策

（１０）事務事業名

（２）基本施策

（28）
改革改善
案修正の

有・無

（１４）指標名
（24）

方向性

コード

指標の数値
（１７）

指標の
単位

（25）
１次評
価修正
有・無

コード

（９）
継続・
新規

(20.21.
22,23)

（１８）
評価
類型

個別評価
（１１）

担当部課名
Ｈ21
要求

見込額

（１２）事業費(千円) １次評価結果

(23)
総合
評価

Ｈ19
決算額

Ｈ20
予算
額・補
正要求

額

主な成果（新規事業の場合は目標）

平成　20　　年度

産業振興部長

半田　泰士

（４）評価実施年度

（５）評価責任者職名

（６）評価責任者氏名

42 地域の特徴を活かした農林業が持続している

（７）評価者

伊賀支所長、島ヶ原支所長、阿山支所長、大山田支所長、青山支所長

（１３）H21投入人員 ２次評価

（３）生活課題

人 人件費
（32）

方向性の評価につい
て

（27）修正の理由（26）修正点
（29）

修正点

(31)
方向
性

（30）
優先
度

区分

継続

1003

中山間地域等直接支払交付金
事業 753500

青山支所　産
業建設課 11,390 11,390 11,390 0.2 1,440 協定面積 84 84 人 Ⅰ 4 4 4 4 Ａ 現状維持

無 ー ー 無 ー ２Ｇ ｂ

継続

335

鳥獣害対策事業 １６０１００ 農林振興課 0 18,222 2,000 0
獣害防止対策
の累積箇所 0 2 所 Ⅰ 4 3 1 3 B 変更

無 ー ー 無

※コード３２２，６３１，７
１７，７９３，８９０，１００
２事業及び３５８，６４０，
７２３，８０１，８９８，１０

１２に包括

１Ｇ f

農業関係者のニーズ
が高い政策として鳥獣
被害防止対策法が施
行され事業の高度化
期待が高まっている

国の政策資源を活用
できるよう鳥獣被害防
止計画を定め国の採
択を得る必要がある

継続

340

バイオマスタウン推進事業 １６０１００ 農林振興課 663 450 450 0.1 720

バイオマスタ
ウン推進員会
の活動数 3 5 回 Ⅰ 4 4 4 3 Ａ 継続

無 ー ー 無
※コード２１０９事業を包

括
１Ｇ f

伊賀市バイオマスタウ
ン構想に基づく事業者
の事業展開が見込ま
れる

伊賀市バイオマスタウ
ン構想の具現化に向

けては、民間活力の導
入を図る必要がある。

継続

343

生産調整推進対策事業 １６０１００ 農林振興課 16,152 6,700 17,500 0.1 720
地域営農の組
織化 64 70 組織 Ⅰ 4 4 4 3 Ａ 拡大

無 ー ー 無 ー 2G b

継続

1007

生産調整推進対策事業 753500
青山支所　産
業建設課 100 55 55 0.02 144 農家（会員）数 31 31 戸 Ⅰ 4 4 4 4 Ａ 現状維持

無 ー ー 無 ー 2G f

継続

344

土地改良事業管理経費 １６０４００

産業振興部
農村整備課 2,552 5,174 6,100 0.1 720

施設全体の維
持費 90 80 ％ Ⅰ 4 4 4 4 A 現状維持

無 ー ー 無 ー 3G c

継続

636

土地改良事業管理経費 553500
伊賀支所産業
建設課 5,000 3,500 3,500 0.1 720

土地改良事業
実施率 94 94 ％ Ⅰ 4 4 3 3 A 現状維持

無 ー ー 無 ー 3G c 　

継続

797

土地改良事業管理経費 653500
阿山支所　産
業建設課 3,700 2,591 2,591 0.2 1,440

改良区事務費
予算に占める
補助金割合 24 17 ％ Ⅰ 4 3 4 3 A 現状維持

無 ー ー 無 ー 3G c 　

継続

345

土地改良施設維持管理適正化
事業 160４00

産業振興部
農村整備課 16,110 14,085 12,280 0.5 3,600

事業採択箇所
数 2 1 箇所 Ⅲ 4 4 3 4 A 拡大

無 ー ー 無 ー 1G a
平成22年度以降頭首
工改修2箇所の大規模

改修が見込まれる

継続

346

市単土地改良事業 160400
産業振興部
農村整備課 26,569 22,479 47,900 1.5 10,800 市単工事箇所 10 15 箇所 Ⅲ 4 4 4 4 A 拡大

無 ー ー 無 ー １Ｇ ａ
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コード

20

コード

42

（１５）
１９年度
（実績）

（１６）
２１年度
（目標）

（１９）
必要性

（２０）
有効性

（２１）
達成度

（２２）
効率性

名称

(1)地域資源を活かした活力あるまちづくり

①持続的で個性的な農林業を実践する

名称

（33）その他の改革
改善点について

（１）政策

（１０）事務事業名

（２）基本施策

（28）
改革改善
案修正の

有・無

（１４）指標名
（24）

方向性

コード

指標の数値
（１７）

指標の
単位

（25）
１次評
価修正
有・無

コード

（９）
継続・
新規

(20.21.
22,23)

（１８）
評価
類型

個別評価
（１１）

担当部課名
Ｈ21
要求

見込額

（１２）事業費(千円) １次評価結果

(23)
総合
評価

Ｈ19
決算額

Ｈ20
予算
額・補
正要求

額

主な成果（新規事業の場合は目標）

平成　20　　年度

産業振興部長

半田　泰士

（４）評価実施年度

（５）評価責任者職名

（６）評価責任者氏名

42 地域の特徴を活かした農林業が持続している

（７）評価者

伊賀支所長、島ヶ原支所長、阿山支所長、大山田支所長、青山支所長

（１３）H21投入人員 ２次評価

（３）生活課題

人 人件費
（32）

方向性の評価につい
て

（27）修正の理由（26）修正点
（29）

修正点

(31)
方向
性

（30）
優先
度

区分

継続

637

市単土地改良事業 553500
伊賀支所産業
建設課 1,576 983 983 0.1 720 申請件数 22 20 件 Ⅲ 4 4 4 3 A 現状維持

無 　　　　　　ー 　　　　　　　ー 無 ー １Ｇ f

継続

721

市単土地改良事業 ６０３５００

島ヶ原支所
産業建設課 186 255 255 0.2 1,440 工事件数 2 3 件 Ⅲ 4 4 4 3 Ａ 現状維持

無 ー ー 無 ー １Ｇ f

継続

798

市単土地改良事業 653500
阿山支所　産
業建設課 1,437 723 1,000 0.2 1,440

土地改良事業
等の対応件数 7 7 件 Ⅲ 4 3 3 3 A 現状維持

無 　　　　　　ー 　　　　　　　ー 無 ー １Ｇ f

継続

895

市単土地改良事業 ７０３５００

大山田支所産
業建設課 1,400 638 1,400 0.2 1,440 工事件数 3 7 件 Ⅲ 4 4 3 3 Ａ 拡大

無 ー ー 無 ー １Ｇ f

継続

1008

市単土地改良事業 753500
青山支所　産
業建設課 5,452 4,230 4,230 0.2 1,440

コンクリート舗
装延長 1,245 900 ｍ Ⅱ 4 4 4 4 Ａ 現状維持

無 ー ー 無 ー １Ｇ f

継続

347

県単土地基盤整備事業 160400
産業振興部
農村整備課 2,240 3,000 5,000 0.2 1,440

事業採択箇所
数 1 1 地区 Ⅲ 4 4 4 4 A 現状維持

無 ー ー 無 ー 3G c
三重県予算の縮小に
より将来は廃止が見

込まれる

継続

348

県営事業負担金 160400
産業振興部
農村整備課 156,713 204,759 219,600 1.0 7,200

伊賀広域農道
整備率 85 100 ％ Ⅲ 4 4 4 3 A 拡大

無 ー ー 無 ー １Ｇ ａ

継続

349

農地等高度利用促進事業 １６０４００

産業振興部
農村整備課 47,575 24,240 33,000 1.0 7,200

事業採択箇所
数 2 2 地区 Ⅲ 4 4 4 3 A 拡大

無 ー ー 無 ー ２Ｇ ｂ

継続

350

県単農村集落機能強化支援事
業 １６０４００

産業振興部
農村整備課 0 3,000 5,000 0.5 3,600

事業完了地区
数 0 3 地区 Ⅲ 4 4 1 4 B 拡大

無 ー ー 無 ー 3G C

当面三重県予算の縮
小が見込まれるが、将
来的は事業が拡大さ

れる。

継続

351

農地・水・農村環境保全向上対
策事業 １６０４００

産業振興部
農村整備課 16,079 23,210 26,280 2.0 14,400

共同活動地区
数 25 37 地区 Ⅰ 4 4 4 4 A 拡大

無 ー ー 無 ー １Ｇ ａ

農地・水・環境保全対
策事業への取組誘導
を図ることにより施設
維持活動を強化する。



伊賀市　 「事務事業評価」　結果総括シート〔2次評価シート〕

コード
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コード
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（１５）
１９年度
（実績）

（１６）
２１年度
（目標）

（１９）
必要性

（２０）
有効性

（２１）
達成度

（２２）
効率性

名称

(1)地域資源を活かした活力あるまちづくり

①持続的で個性的な農林業を実践する

名称

（33）その他の改革
改善点について

（１）政策

（１０）事務事業名

（２）基本施策

（28）
改革改善
案修正の

有・無

（１４）指標名
（24）

方向性

コード

指標の数値
（１７）

指標の
単位

（25）
１次評
価修正
有・無

コード

（９）
継続・
新規

(20.21.
22,23)

（１８）
評価
類型

個別評価
（１１）

担当部課名
Ｈ21
要求

見込額

（１２）事業費(千円) １次評価結果

(23)
総合
評価

Ｈ19
決算額

Ｈ20
予算
額・補
正要求

額

主な成果（新規事業の場合は目標）

平成　20　　年度

産業振興部長

半田　泰士

（４）評価実施年度

（５）評価責任者職名

（６）評価責任者氏名

42 地域の特徴を活かした農林業が持続している

（７）評価者

伊賀支所長、島ヶ原支所長、阿山支所長、大山田支所長、青山支所長

（１３）H21投入人員 ２次評価

（３）生活課題

人 人件費
（32）

方向性の評価につい
て

（27）修正の理由（26）修正点
（29）

修正点

(31)
方向
性

（30）
優先
度

区分

継続

352

農村振興総合整備事業（上野西
部地区） 160400

産業振興部
農村整備課 84,230 181,400 8,000 2.0 14,400

工事予定残箇
所数 5 1 箇所 Ⅲ 4 4 3 4 A 現状維持

無 ー ー 無 ー ４Ｇ ｄ
事業として一定の成果
を得たため収束の方

向

継続

３５７

林業振興経費 １６０１００ 農林振興課 9,000 7,830 7,830 0.2 1,440

補助件数摘要
比率（補助件
数／申請件
数） 86 100 ％ Ⅰ 4 4 4 4 Ａ 現状維持

無 ー ー 無 ー ２Ｇ f

国の低酸素社会づくり
行動計画による支援
枠が期待できる環境に
なるまで現状を維持

継続

897

林業振興経費 ７０３５００

大山田支所産
業建設課 1,619 962 1,600 0.2 1,440

巡視による路
肩崩落等の通
行障害や不法
投棄の報告回
数 24 30 回 Ⅰ 4 3 3 3 Ａ 現状維持

無 ー ー 無 ー ４Ｇ c

継続

1011-1

林業振興経費（間伐材利用促進
補助） 753500

青山支所　産
業建設課 1,000 400 400 0.1 720 施設設置数 2 1 箇所 Ⅰ 4 4 4 4 Ａ 現状維持

無 ー ー 無 ー ２Ｇ f

継続

1011-2

林業振興経費（緊急間伐対策完
了検査、緊急間伐対策補助） 753500

青山産業建設
課 12,197 10,155 11,155 0.2 1,440

補助事業実施
者 119 170 人 Ⅰ 4 4 3 4 Ａ 現状維持

無 ー ー 無 ー 3G c

継続

1011-3

林業振興経費（森林林業振興対
策補助） 753500

青山支所　産
業建設課 297 220 220 0.1 720

会員を対象と
しない研修
会・催し等参
加者数（ﾌｪｽﾀ
来場者除く） 212 200 人 Ⅰ 4 4 3 2 Ｂ 現状維持

無 ー ー 無 ー 3G c

継続

358

有害鳥獣駆除事業 １６０１００ 農林振興課 8,846 6,794 8,000 0.2 1,440

駆除要望に対
する駆除出動
割合 100 100 ％ Ⅰ 4 3 4 3 Ａ 拡大

無 ー ー 無
※コード３５８，６４０，７
２３，８０１，８９８，１０１
２及び３３５に包括する

１Ｇ ａ

農業関係者のニーズ
が高い政策として鳥獣
被害防止対策法が施
行され事業の高度化
期待が高まっている。

国の政策資源を活用
できるよう鳥獣被害防
止計画を定め国の採
択を得る必要がある

継続

640

有害鳥獣駆除事業 553500
伊賀支所産業
建設課 8 59 59 0.2 1,440 サル捕獲頭数 0 1 頭 Ⅰ 4 3 2 3 Ｂ 現状維持

有
効率性３⇒４

総合評価Ｂ⇒Ａ

雌の親猿を捕獲する
ことの困難性がある
が、システムの有効
性は公認されている

無 同上 １Ｇ ａ 同上 　　　　　　同上

継続

723

有害鳥獣駆除事業 ６０３５００

島ヶ原支所
産業建設課 252 252 252 0.2 1,440

有害鳥獣駆除
数 23 20 頭 Ⅰ 4 3 4 3 Ａ 現状維持

無 ー ー 無 同上 １Ｇ ａ 同上 　　　　　　同上

継続

801

有害鳥獣駆除事業 ６５３５００

阿山産業建設
課 0 142 140 0.1 720

駆除個体数
（猿） 0 4 頭 Ⅰ 4 3 3 4 Ａ 現状維持

無 　　　　　　ー 　　　　　　　ー 無 同上 １Ｇ ａ 同上 同上
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平成　20　　年度

産業振興部長

半田　泰士

（４）評価実施年度

（５）評価責任者職名

（６）評価責任者氏名

42 地域の特徴を活かした農林業が持続している

（７）評価者

伊賀支所長、島ヶ原支所長、阿山支所長、大山田支所長、青山支所長

（１３）H21投入人員 ２次評価

（３）生活課題

人 人件費
（32）

方向性の評価につい
て

（27）修正の理由（26）修正点
（29）

修正点

(31)
方向
性

（30）
優先
度

区分

継続

898

有害鳥獣駆除事業 ７０３５００

大山田支所産
業建設課 1,390 1,040 1,388 0.3 2,160 受益面積 753 753 ｈａ Ⅰ 4 3 3 3 A 現状維持

無 ー ー 無 同上 １Ｇ ａ

農業関係者のニーズ
が高い政策として鳥獣
被害防止対策法が施
行され事業の高度化
期待が高まっている。

国の政策資源を活用
できるよう鳥獣被害防
止計画を定め国の採
択を得る必要がある

継続

1012

有害鳥獣駆除事業 753500
青山支所　産
業建設課 120 60 60 0.0 144 駆除数 4 2 頭 Ⅰ 4 4 4 2 Ａ 現状維持

無 ー ー 無 同上 １Ｇ ａ 同上 同上

継続

359

森林環境創造事業 １６０１００ 農林振興課 8,866 17,797 14,728 0.5 3,600
環境林整備面
積 27 61 ha Ⅰ 4 4 4 3 Ａ 現状維持

無 ー ー 無 ー ２Ｇ f

継続

362

県単林道整備事業 160400
産業振興部
農村整備課 2,900 3,000 3,000 0.1 720 工事路線数 2 1 箇所 Ⅲ 4 3 4 3 A 現状維持

無 ー ー 無 ー ２Ｇ f

継続

354

国土調査事業 １６０１００

産業振興部
農村整備課 19,410 8,600 20,000 4.0 28,800 調査の進捗率 23.3 ％ Ⅰ 4 4 4 3 A 拡大

無 ー ー 無 ー １Ｇ ａ

継続

894-1

大山田農林業公社支援事業 ７０３５００

大山田支所産
業建設課 7,600 7,600 7,600 0.2 1,440 農地流動化率 14 18 ％ Ⅰ 4 4 4 4 Ａ 拡大

無 ー ー 無 ー ２Ｇ ｂ

伊賀市菜の花プロジェ
クトの担い手として事
業化を推進しており伊
賀市全域での事業展
開を可能とする設備を

構築している

伊賀市全域での活動
体として業務拡大でき
るよう組織改革を求め

ている。

継続

894-2

大山田農事生産組合協議会助
成金 ７０３５００

大山田支所産
業建設課 100 55 55 0.2 1,440

組織加入団体
数 43 50 ％ Ⅰ 4 4 4 4 Ａ 現状維持

無 ー ー 無 ー ４Ｇ c

地域連携による新しい
特産品開発に取組む
など地域資源活用プ
ログラムの実践が望

まれる。

農事生産組合など法
人化を推進することで
強い農業生産性を確
保しようとする「農業の
あるべき姿」づくりを近
い将来において拡大
支援する必要がある。

継続

899

森林保育造林事業 ７０３５００

大山田支所産
業建設課 1,319 780 1,300 0.2 1,440 施業面積 80 80 ｈａ Ⅰ 4 3 3 3 Ａ 現状維持

無 ー ー 無 ー ４Ｇ c

継続

1013

森林保育造林事業 753500
青山支所　産
業建設課 861 1,200 1,200 0.1 720 施業面積 33 200 ha Ⅰ 4 3 2 4 Ａ 拡大

無 ー 　　　　　　　ー 無 ー ４Ｇ c

継続

1004

キハダ栽培推進事業 753500
青山支所　産
業建設課 17 50 50 0.1 720 新規植栽本数 350 1,500 本 Ⅰ 4 4 2 4 Ａ 現状維持

無 ー 　　　　　　ー 無 ー ４Ｇ c
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平成　20　　年度

産業振興部長

半田　泰士

（４）評価実施年度

（５）評価責任者職名

（６）評価責任者氏名

42 地域の特徴を活かした農林業が持続している

（７）評価者

伊賀支所長、島ヶ原支所長、阿山支所長、大山田支所長、青山支所長

（１３）H21投入人員 ２次評価
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性

（30）
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度

区分

継続

1005

ふるさと水と土保全対策事業 753500
青山支所　産
業建設課 208 220 165 0.1 720

年次計画の達
成度 100 100 ％ Ⅰ 4 4 4 4 Ａ 現状維持

無 　　　　　　ー 　　　　　　ー 無 ー ４Ｇ c

平成17年度から21年
度までの全額基金運
用財源による県採択
事業であり市負担が
ない。一定の事業成

果を得ているため事業
終息される見込み

市費負担を見込まな
い事業であり事業継続
を県に働きかける必要

がある。

20新規

2083

農山村移住・交流活性化促進事
業 １６０１００ 農林振興課 0 1,050 1,350 0.2 1,440

企業との交流
回数 　 件 Ⅰ 4 4 　 4 Ａ

有 方向性⇒拡大
政策トレンドにマッチ

ング
無 ー １Ｇ ａ

２１世紀新農政ビジョ
ンや定住自立圏構想
（国）等による地方の
取組

国土形成計画法の運
用ほか伊賀市地域活
性化計画の具現化

21新規

2109

バイオマスタウン推進事業 １６０１００ 農林振興課 0 0 2,000,000 0

廃棄物系・未
利用系賦存量
（施設利用数
量） ｔ Ⅱ 4 4 4 Ａ

有
方向性⇒拡大（新

規）
総合評価⇒Ａ

政策トレンドにマッチ
ング

無
※コード３４０事業に包

括
１Ｇ ａ

伊賀市バイオマスタウ
ン構想に基づく事業者
の事業展開が見込ま

れる

伊賀市バイオマスタウ
ン構想の具現化に向

けては、民間活力の導
入を図る必要がある。

21新規

2110

農村振興総合整備事業（上野
北・中央地区） 160400

産業振興部
農村整備課 0 0 10,000 2.0 14,400 工事進捗率 ー ー ％ Ⅲ 4 4 4 A

有
方向性⇒拡大（新

規）
政策トレンドにマッチ

ング
無 ー １Ｇ ａ

伊賀市農村総合計画
審議会による計画推

進事業

上野地区計画の最終
章として取組む必要が
ある

全 64 事業
１Ｇ＝１０　　２Ｇ＝
９　　３Ｇ＝９　　４Ｇ
＝９　　ＧＴ３７


